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　環境汚染、そして人体への悪影響が懸
念されている有機フッ素化合物（以下
PFAS、ピーファス）。PFAS とはいった
いどのような物質なのだろうか。PFAS を
含むさまざまな化学物質についてご研究さ
れ、PFAS 汚染が指摘される地域での住民
調査にも協力されている京都大学大学院
医学研究科の原田浩二先生にお話をうか
がった。

PFAS とは

【岩男】PFAS について、基本的なことか
ら教えていただけますでしょうか。化学的
にどういう物質なのでしょうか。

【原田】PFAS というのは、「有機フッ素化
合物」と呼ばれる、いくつかの物質のグルー
プを指します。「フッ素」と聞くと、歯磨
き粉や歯科治療で使うものをイメージされ
るかと思うのですが、あれは無機のフッ素
であって、PFAS ではありません。有機物
というのは、炭素と水素、窒素、酸素など
がつながってできている物質で、そのう
ち、フッ素ともつながっているものが有機
フッ素化合物と呼ばれます。その中で、さ
らにフッ素がたくさん付いているものを
PFAS と呼んでいます。PFAS は、おおよ
そ 4700 種類以上あると言われています。

最 近、 危 険 性 が 指 摘 さ れ て い る の は、
PFAS のうち 2 つの物質で、PFOS（ピー
フォス）と呼ばれるものと PFOA（ピー
フォア）と呼ばれるものです。この 2 つは
化学的な構造が似ており、その影響につい
ても似ているものが多いと言われています。

どこで・どのように
使われているか

【岩男】PFOS や PFOA は、どのような場
面で使用されるものなのでしょうか。

【原田】PFAS には特徴がいくつかありま
す。まず 1 つには、壊れにくいことです。
普通、熱や光にさらされると、物質はだん
だん壊れていくのですが、PFAS の共通し
た性質として、他の有機物と比較して強く
壊れにくいです。私たちの身の回りでいろ
んなものを使う場合に、長持ちするという
性質はよいことですから、いろんな場所
で使われることになります。また、PFAS
は、分子が集まると水や油、汚れをはじく
機能が出てきます。そのため、PFOS は、
撥水加工のコーティング、例えば服やレイ
ンコートなどの衣料品や靴などに使われま
した。また、一部の食品包装、例えばファ
ストフードなど、油を多く含むものの包
装としても過去使われてきました。また、
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PFOS は、身の回り以外のものでは、半導
体の製造やメッキ加工など様々な場面で使
われています。また、泡消火剤にも使われ
ています。泡消火剤は、家庭用の消火器と
は異なり、空港、基地、石油コンビナート
など、燃料による火災が起きる可能性のあ
る場所で配備されるものです。比較的身近
なところでは、立体駐車場で配備されてい
ます。
　また、PFOA については、フッ素樹脂
の製造のときの添加剤として使われてきま
した。フッ素樹脂というのは、商品名で言
うとテフロンやゴアテックスなどです。製
造する段階で使われるもので、最終製品に
はあまり含まれないものですが、こういっ
た使われ方もあります。

PFAS をめぐる規制の状況

【岩男】PFAS は現在もそのような製品に
使われているのでしょうか。

【 原 田 】 今 は、 新 し い 製 品 に は PFOS、
PFOA は原則使われていないと考えられ
ます。歴史的にみますと、PFAS の中で、
PFOS や PFOA は、1940 年代からアメリ
カの 3M 社という大手の化学メーカーが作
り始めました。その後、3M 社は、PFOS
や PFOA の安全性について、少しずつ自
分たちで動物実験などを行い、1960 年代
から 70 年代にかけて、無害な物質ではな
いだろうということを認識し始めていまし
た。1990 年代頃になると、壊れにくいと
いう性質から、環境汚染の可能性があるこ
とも認識され始めました。そして、2000
年になり、3M 社は自主的に、PFOS と
PFOA の 2 つの物質については 2002 年ま
でに製造をやめることを発表しました。も

ちろん他の化学メーカーもあるので、生産
はしばらく続きましたが、自主規制もあり、
また、アメリカの環境保護庁も化学メー
カーに対して排出しないようにと協力を求
めていきました。そういった過程で、まず
PFOS については 2009 年に残留性有機汚
染物質に関する条約、いわゆるストックホ
ルム条約と呼ばれるもので、製造と輸入に
ついて規制されました。また、PFOA に
ついては、ストックホルム条約による規制
としては 2019 年になりましたが、大手の
化学メーカーは、およそ 2012 年までに自
主的に切り替えを行いました。

【岩男】他の国でも規制の動きはあったの
でしょうか。また、具体的な規制の内容は
どのようなものでしょうか。

【原田】規制の取り組みが多かったのは米
国と欧州です。水道水の目標なども比較的
早期から提案しています。早期からといっ
ても、2000 年ごろの問題から経って、だい
たい 2010 年を超えた頃からになります。
　また、新規製造が規制されても、その
後、環境中に残っているものが検出される
ことになります。そのなかで水道水、飲み
水についての目標値として守るべき数値と
いうのが、いくつか提案されてきました。
そのなかで、アメリカの環境保護庁の目標
値は比較的厳しく設定されてきた経緯があ
ります。2009 年に最初に出された目標値
は、水 1 リットル当たり PFOS は 200 ナ
ノグラム、PFOA は 400 ナノグラム。ナ
ノグラムというのは 10 億分の 1 グラムで
す。それは当面の暫定的な目標値として出
ました。その後 2016 年になって、PFOS
と PFOA 両方を合計して 1 リットル当た
り 70 ナノグラムへと目標値が改められま
した。また、他の国、例えばドイツやカナ
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ダでの数値はやや高く、1 リットルあたり
100 ナノグラムを超えたりしている状況で
したが、最近はより厳しくしようという流
れがあります。
　ただし、これらは目標値で、「なるべく
満たしたほうが良い」とされるものです。
そこから、守らないといけない法律的な義
務としての基準が、今、各国で進められて
います。
　EU では、加盟国に対する新水道水指令
が今年 1 月から始まり、基準が 1 リットル
当たり 100 ナノグラムとされています。こ
れは加盟国全体に対する共通の最低限のラ
インです。ただ、これは PFOS と PFOA
だけではなく PFAS のうち 20 の物質の合
計として提案されています。その他、比
較的厳しい目標値を設定していたのはデ
ンマークで、1 リットル当たり 2 ナノグラ
ム、これを目標と設定しています。このよ
うに国によって厳しい数字が設定されて
います。また、アメリカでは、今年 3 月
に基準値としての提案があり、12 月に最
終決定する予定ですが、1 リットル当たり
PFOS、PFOA、それぞれ 4 ナノグラムと
いう数値が示されています。ですので、最
初の頃の目標から厳しくなり、さらにそれ
が基準としても設定される流れがあります。

【岩男】目標値や基準値が厳しくなってき
ているのは、危険性が次第に明らかになっ
てきたということでしょうか？

【原田】そうですね。基準を設定するときに、
最初は動物実験の結果を使って、そこから
人間に当てはめたときに安全だろうと考え
られるところが目標値にされてきました。
2010 年代の半ばぐらいまでは、だいたい
100 ナノグラム前後ぐらいでなんとか安全
ではないだろうかと思われていました。そ

の後、PFAS の問題が着目され始めると、
人での健康調査も世界各国で行われるよう
になりました。人での健康調査だと、動物
実験での摂取量よりももっと少ない量でも
影響が出るのではないかという研究結果が
数多く出てきました。そういった結果を基
に、改めて、水道水の基準や目標値を設定
されてきました。そのなかで、先ほどお話
したような米国での最新の基準値などが決
められてきているという経緯があります。

【岩男】日本の規制の状況はどうでしょうか。

【原田】日本は、まだ基準値ではなくて目
標値です。これは 2020 年に厚生労働省に
よって定められていて、1 リットル当たり
50 ナノグラムです。これは動物実験での
結果に基づいている値です。今はまだ暫定
目標値なので、さらに今後どうしていくの
かということについては、厚生労働省の検
討会で議論されているところです。

具体的な健康リスク

【岩男】PFOA や PFOS による健康リスク
として、具体的にどういったことが指摘さ
れているのでしょうか。

【原田】動物実験で、まず、PFOS や PFOA
という物質は特に脂質の代謝に影響を及ぼ
すだろうということが分かってきました。
そして、それとの関連かどうかはまだ結論
はついていないですが、生まれてくる動物
の子どもの発育が遅れることも分かりまし
た。また、免疫の機能に対する影響も見ら
れました。そして、動物において、いくつ
かのがん、腫瘍を引き起こすことも分かっ
ています。こういったことは、だいたい
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2010 年ぐらいまでにかなり確認されてき
ました。
　続いて、そのような影響は人間でも起こ
るのか、そして人間の場合、どれくらいの
摂取量で起こるのか、ということが、次の
調査の重要な課題になりました。人での健
康調査も数多くされており、そのうちの 1
つ、有名なものが、アメリカのウェストバー
ジニア州とオハイオ州で行われた C8 ヘル
スプロジェクトです。このはじまりは、ま
ず地域の住民が、大手の化学メーカーの
デュポン社を訴えたものです。デュポン社
が水を汚染して、その地域の住民に被害を
与えたということで訴訟が起こりました。
和解したときに、水などの浄化対策の費用
を負担することに加えて、地域の健康調査
も約束させました。そして独立した研究者
が健康調査を行ったのが、この C8 ヘルス
プロジェクトです。その研究結果のなかで
は、6 つの病気について関連がありそうだ
ということが報告されました。まず、脂質
異常症、コレスロールが上がるということ
です。そして 2 つめが甲状腺の病気、甲状
腺というのは喉のところにある小さな組織
で、ホルモンを分泌する組織です。3 つ目
が妊娠高血圧症候群で、妊婦さんが妊娠中
に血圧が上がること。これは普通の高血圧
と違って、非常に危険な病気です。4 つ目
が潰瘍性大腸炎。そして腎臓がんと男性の
精巣がんです。これらの 6 つの病気との関
連が認められました。
　ここで重要なのは、その調査は、PFAS
の摂取量が多い人たちと少ない人たちを数
千人規模で比較するものだということで
す。そのなかで、摂取量が高い人において、
どれだけ病気が起こっているかということ
を比較するので、調査対象の 1 人ひとりが

「PFAS を摂取してこの病気になった」と
いう意味ではなくて、「その病気になる確

率が比較して上がっていた」ということを
示しているわけです。ですから、「PFAS
だけによって確実にこの病気になった」と
いうことを断定するものではありません。
しかし、少なくともその確率を上げている
だろうということはいえます。これは健康
リスクがあるということですね。そういう
点で、個人ごとの健康被害は確認されてい
ないとは言われているのですが、健康リス
クについては、少なくともこのように検討
されてきました。
　その後の研究でも、同じようにいくつか
の病気については、再確認されています。
やはり脂質異常症であるとか、甲状腺疾
患、子どもの発育、それと腎臓がんについ
ては再現も取られているというような状況
です。あとは免疫機能です。特にワクチン
接種後の抗体の量がやや低下するというこ
とがいわれています。今も多くの研究が進
んでいますので、将来また別の病気につい
ても関連が発見されるかもしれません。

【岩男】摂取したPFASは、体内で蓄積され、
その後ずっと排出されないのでしょうか。

【原田】PFAS の中でも PFOS と PFOA は、
比較的人体内に蓄積しやすいと言われてい
ます。ただ、体の中から尿などに入って、
わずかずつ体外へ排出されています。その
ため、徐々にたまりつつ、また徐々に出て
いくことになります。摂取する量を減らし
たら、その分だけゆっくりですが、体内の
量は下がっていくということが分かってい
ます。
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どのような場所で
汚染の可能性があるのか

【岩男】どういった地域で汚染が生じてい
るのでしょうか。

【原田】PFAS が使われている場所で汚染
が生じることがあります。先ほどお話しし
たような PFAS を使うような工場があれ
ば、その地域で汚染が生じているかもしれ
ません。また、泡消火剤を使うような場所、
つまり空港とか基地の周辺でも地下水の汚
染が起きている可能性があります。
ただし、それを人が摂取するかどうかとい
うのは、その地域の水道がどのようになっ
ているか、水源がどこにあるのかという点
が大事なところです。川の上流から水を
取ってくる場合もあれば、その地域の地下
水を使う場合もあります。地下水の汚染が
あるからといって、必ず水道が汚染される
というものではなく、水源がどこで取られ
ているかにも関わっています。

【岩男】PFAS を摂取する可能性があるの
は、主に水道水からでしょうか。

【原田】PFOS や PFOA を使用している場
所がある場合、土壌を汚染することもあり
ますし、土壌から徐々に水に溶けながら地
下に浸透していって地下水に混じり、それ
がさらに周辺の水を汚染することもありま
す。ですから、PFAS 汚染が生じている場
所では地下水の汚染が伴いますし、それを
飲み水に使っていれば、その地域で PFAS
の摂取源となり得ます。
　そして、実は水だけではなく、食べる
ものからも検出されます。これは、既
に PFAS を数十年間使ってきたことで、
PFAS が環境中に広がってしまっており、

食物の中にわずかずつ入っている場合があ
るからです。そのため、水道水汚染がな
くても、わたしたちは食物から一定程度
PFAS を毎日摂取しています。何の食物に
多いのかというと、いくつか調査されてい
て、他の環境汚染物質とも似ているのです
が、魚介類が比較的多いといわれています。
ただ、魚介類は、たとえば肉類に比べれば
健康に良いといわれているので、そういっ
た点では、現在の健康リスクから見たら、
魚介類を摂取しないことの方が、リスクが
高いとも思われます。また、PFAS におい
ては、土壌の濃度がかなり高いと、それが
農作物のほうにも一部入っていくことがあ
るので、そういった点では影響が出てしま
うということもあります。ただしこれは、
濃度が非常に高い場合のことです。
　それ以外の摂取経路としては、職業的に
PFAS を含んだ製品を使っているような方
というのは、部分的に摂取することはある
と言われています。

【岩男】土壌の調査も行われているのでしょ
うか。

【原田】土壌については、今まで環境省等
は自治体が調査するときの測定法を策定し
ていませんでした。そういったものがない
と、自治体は方法が決まってないため調査
をやらない、ということになります。今年
8 月になって環境省が自治体に対して、土
壌の分析法を通知したので、これから調査
する事例が出てくるかと思います。

各地の住民を対象とした調査

【岩男】大阪や沖縄、東京などで先生が実
施されている、住民を対象とした調査につ
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いてもお聞かせいただけますか。

【原田】大阪府の摂津市にはフッ素樹脂の
製造工場があります。フッ素樹脂製造工場
では、PFOA を過去大量に使ってきた経
緯があり、そのことによって周辺の地下水
も汚染されています。水道水は地下水では
なく淀川から取っているので、直接水道に
は入っていません。ただ、その地域におい
て、たとえば農家さんなど地下水に触れる
機会がある方々は、まだ地下水濃度が高い
ので、影響が出ている可能性があります。
　また、沖縄では、非常に多くの米軍基地
があり、そこで泡消火剤が使用されてきた
と考えられます。そのなかで沖縄本島の北
谷浄水場は、嘉手納基地の近くの取水源で
の PFOS 濃度が非常に高く、それが水道
水の汚染につながっていました。
　また、東京の多摩地区では、地下水を水
道の水源にかなり使ってきました。特に多
摩地区の東部周辺において、地下水から高
い濃度の PFAS が検出されてきています。
それが水道水に使われていたことで、地域
の人たちに影響があったと考えられます。

住民の要望に応えて
実施される調査

【岩男】調査はどのような経緯で実施され
ることになったのでしょうか。

【原田】沖縄では、2016 年に、水道水の汚
染が発表されました。その後、水道水の対
策を進めていると行政は説明しますが、実
際、住民にとってどんな影響があるのか、
たとえば摂取してきたものの影響がなく
なっているのかどうかについて知りたいと
いう住民の要望がありました。ただ、行政

のほうでは、なかなか水道水の濃度を検査
する以外はできないということでした。そ
のなかで、なんとか自分たちで自らの体へ
の影響を調べたいという要望がありまし
た。そのときに京都大学の、私の所属する
研究室で、その調査に協力しようというこ
とになりました。それが 2019 年で、その
年に、最初は沖縄県の宜野湾市、普天間飛
行場のあるところですが、そこの地域の方
の血液を調べました。なぜ血液を調べるの
かというと、体内に蓄積される PFAS の
量を特に反映させるのが血液だといわれて
いるからです。血液を調べれば、その個人
の方がどれぐらい PFAS を摂取してきた
のかということが分かります。この調査で
は、宜野湾市の方と、水源が違う本島南部
の南城市の方を同時期に調査しました。そ
の結果、宜野湾市の方のほうで血液中濃度
がだいたい 2 倍以上高い値を示していたと
いうことがわかり、そのなかでも特に水道
水を使用されてきた方たちでは、それが目
立っていました。汚染された水を使ってき
たということの影響が、そのときに分かっ
たわけです。その翌年、ようやく水道水の
目標値ができました。
　この調査は、沖縄県の宜野湾市だけの話
ですが、他の地域、場所でも汚染の影響が
どうなっているのかということになりま
す。やはり汚染が懸念されている場所の地
域の方々は不安ですから、今後の対策や問
題について対応してほしいという要望があ
りました。ただ、それぞれの自治体として
は、なかなか対応ができない。もちろん水
道水は目標値が出来たということで、いろ
いろ対策はされてきたわけですが。
　東京都の多摩地区においては、2019 年
の途中から、汚染された地下水の使用は停
止しました。それは沖縄の問題が明らかに
なったことで、東京都の水道局も同じ対応
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を取ってきたわけです。ただ、それまで
ずっと水を使ってきた住民の方たちは、や
はり、これまで飲んできた影響はどうなの
かと調査の要望をしてきたわけです。調査
がなかなか進まないというなかで、市民独
自、住民独自の運動として、同じように血
液中の PFAS を調べるという取り組みに
つながっています。それが去年の 11 月か
ら今年の 6 月までの調査です。多摩地域の
なかで、特に水道水が汚染された地域の方
たちでは、血液中濃度は、他のところに比
べて高い状況が明らかになっています。
　このように、私から直接この地域を調査
しよう、というようなことではなく、地域
ごとに、市民からの調査の要望を受けて実
施してきたという経緯があります。
　実は今年に入っても各地で同じような汚
染が分かってきています。今年に入って愛
知県の豊山町での調査も行いましたし、岐
阜県の各務原市の調査も同じように行って
いるところです。

【岩男】自治体が対応することが難しいと
いうのは、どうしてでしょうか。

【原田】ひとつには、調査を行うときに何
をどのようにすればいいのかという手引き
や対応方針が、あまりはっきり決まってい
ないという状況があります。汚染が認めら
れたときにどうするかというのは、環境省
や厚生労働省などは、ある程度の手引きの
ようなものを出していますが、そのなかで、
住民にとっての影響を直接評価するものは
示されていません。水質調査については、
2020 年に暫定目標値として設定されてか
ら、比較的検査を導入する自治体は増えて
います。実際に、少なくとも年に 1 回程度
は行うところが多くなっています。そのな
かで、いくつかの厚生労働省の取りまとめ

であるとか、水道協会等の取りまとめなど
では、1000 箇所を超えるような検査結果
も出ているので、検査は進んできていると
いう状況はあります。

汚染の状況を知るためには

【岩男】私たちが自分の居住地域の汚染状
況を知りたいと思ったら、そのような検査
の数値を確認することができるということ
でしょうか。

【原田】毎年水質検査の計画を自治体が作
らないといけないことになっていて、それ
は通常は公表されます。ただ、水道水の基
準項目については絶対に結果を公表する
ことが決まっているのですが、この PFAS
については、報告公表は義務ではないので、
掲載されていない自治体もまだまだありま
す。ですが、仮に自治体のホームページに
掲載されていなかったとしても、水道の担
当の窓口に問い合わせすれば、その結果を
知ることができるところは多いと思いま
す。ですので、どこで汚染が生じているか
は分からないとよく言われるのですが、少
なくとも、飲んでいる水道水については、
まずは自治体に問い合わせることで知るこ
とができます。そしてその場合、2020 年
に出た目標値である 50 ナノグラムは 1 つ
の比較の目安となりますから、それを十分
下回っていれば、安心して使うことができ
るかと思います。

生活の中でできる対応策

【岩男】もし水質検査結果の数値が気にな
る場合に、私たち個人にできる対応策はあ
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るのでしょうか。

【原田】もちろん今は 50 ナノグラムを下回
れば大きな影響は出ないだろうといわれて
います。ただ、海外の動向としては、そう
いった濃度よりは低いほうが望ましいとい
うことになっています。ですので、50 ナ
ノグラムを十分に下回っていればいいので
すが、下回っているもののまだまだ検出さ
れているという場合に、個人としてどのよ
うなことができるかということになります。
　直接飲む水、もしくは料理としてそのま
ま口にするような水について対策するとす
れば、浄水器は 1 つの選択肢です。浄水器
で一番よく使われている活性炭によって、
一定程度 PFAS は除去できると言われて
います。ただ重要なのは、活性炭の効果と
いうのは、一定量の水道水を通すとなくな
るということです。ですので、交換をきち
んと定期的に行うことが重要です。一方で、
非常に高価な、何万円もするような浄水器
もよくありますが、そういったものは必ず
しも必要ではありません。通常の活性炭の
浄水器でも、それをちゃんと定期的に交換
することで効果は発揮できます。ほかにも、
たとえばペットボトルの水や、スーパー等で
供給されている水なども部分的に使うとい
うことも選択肢としてあるかもしれません。
　また、顔を洗うとか、お風呂に入る、洗
濯といった生活で使う水で、口に直接入ら
ないものに関しては、PFAS は皮膚等から
はあまり入らないと言われています。

正しく理解し、声を上げて
関心を示すこと

【岩男】PFAS についての情報発信につい
ては、人々に不安を与える側面があり難し

いところもあるかと思います。何か心掛け
ていらっしゃることはありますか。

【原田】大事なことは、「じゃあ今後どうい
うふうにこの汚染と付き合っていくのか」
ということですね。血液を分析して、高い
濃度だと分かる方もいらっしゃるわけで
す。ただ、長期的に蓄積して、そのなかで
健康リスクが生じる物質ですので、同じく
長期的に見て、しっかり摂取量を減らして
いって、体内からも減らしていくことを目
指していく。そうすることによって将来的
なリスクを防止、低減することができる、
ということをお話ししています。現在汚染
が生じて、それが摂取につながっていると
いう地域であれば、1 年、2 年、血液中濃
度を下げるためにはもっと長い期間が必要
なのですが、しっかり対策すれば効果が出
ますと伝えています。
　まずはこういった状況に対してしっかり
目を向けて、声を上げること、それは各自
治体、行政に対してもそうですし、それ
を伝えてくれる地域の政治家に対しても、
しっかり自分たちの関心として伝えること
が重要なことになるかと思います。実際に、
問題が起きているところでは、地方の議会
において、問題への対応に対しての意見書
や決議等が出されている流れもあります。
やはり生活している住民として関心が高い
問題ですから、そういったことについて声
を上げて、重要な問題であるということを
しっかり行政に、政治も含めて示していく
ことが重要だと思っています。
　それと、そもそものところ、環境の調
査、汚染状況が分かっていないと、問題が
あるかどうかさえ分かりません。もともと
PFAS の問題というのは、2000 年に突如
降ってきたものでした。その後も、全国的
な調査があるわけではないですし、PFOS
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や PFOA が新しく製造されなくなったこ
とであたかも問題がもうなくなったかのよ
うに捉えられることもありますが、そんな
ことは実際のところはありません。
　これだけ PFAS を、PFOS、PFOA だけ
でも 50 年以上使われてきたなかで、どれ
だけ環境に影響したかは把握しきれていま
せん。調査とその結果が市民に対してしっ
かり共有されているのかという点について
も十分ではないですし、そもそも検査され
てもいない状況があると思います。そのな
かで、住民の不安と疑問に応えるかたちで
私は調査協力してきたわけですが、やはり
そういった検査が自治体でもできるよう
に、市町村レベルでは難しいと思いますが、
都道府県等でしっかりモニタリングできる
体制が必要だろうと思います。

今後必要になること

【岩男】そういった自治体レベルでの体制
づくりで、今後必要になってくることはど
のようなことでしょうか。

【原田】まずは予算ですが、どこも最近は
非常に予算が厳しいというのは言われてい
ます。一方で、各地の問題が出てきて、水
道水に関しては少なくとも目標値が設定さ
れていることから、民間の検査機関もかな
り充実してきたのではないかとは思ってい
ます。そのなかで、必ずしも行政そのもの
が研究所として行う必要はないのかもしれ
ません。PFAS について、検査数が大きく
増えれば、民間の検査も値下がりすると思
いますが、そこまではなかなか、もう一歩
必要でしょうね。
　各地域において積極的に攻めの調査がさ
れているのかどうかという姿勢も、これ

から大事かと思います。PFAS というのは
人工の物質で、使う場所もある程度把握さ
れています。そういった発生源になりそう
な場所をしっかり把握できているかどうか
が今後重要になってきます。それは行政だ
けだと難しいところもあるので、やはり
PFAS を使用するような業界が、しっかり
行政とも協力しながら問題に対応していく
ということが重要だと思います。
　また、現在 PFOS、PFOA は新規の製造
はありませんが、今まで PFOS、PFOA を
使っていたところは結局、別の PFAS に
切り替えているというところも多いです。
今、PFAS が世界的にも懸念を示されてい
て、欧州とか米国の一部の州では、PFAS
全般を規制するという動きも出てきていま
す。その中で、他に置き換えがきかないと
いうものもあるかと思うのですが、不必要
な PFAS の使用は、今後は避けるべきで
はないかと思います。一部の企業において
は、PFAS フリーに取り組んでいるところ
もあります。先ほどファストフードの包装
紙が PFAS を使っていたということもお
話ししましたが、そのなかでもマクドナ
ルドやバーガーキング等では、2025 年ま
でに PFAS フリーの素材に切り替えると
しています。また、製品の製造工程での
PFAS の使用については、たとえばアップ
ルでは将来的な見通しとしてPFASフリー
を表明しています。

【岩男】日常生活で、どの企業のものを使
うかといった選択をするときにも消費者と
してできることがあるかもしれませんね。

【原田】個人レベルで、どこに PFAS があ
るのかはまず見えないですから、それはな
かなか難しいところかとは思います。ただ、
消費者としては、普段使っているものに



30

くらしと協同 2023 冬号（第 46 号）

PFAS が含まれているのかどうかに関心
を持っていただくのがよいかと思います。
PFAS の使用状況が消費者の関心であると
企業側にも伝わることは、重要なことだと
思っています。
　現在も製造されている、PFOS、PFOA
以外の PFAS については、問題があるか
どうかは分からない状況で、報道等で取り
上げられにくいという状況もあります。そ
ういったなかでも、少なくともどういった
ものに PFAS が使用されているのかに関
心を持っていく必要がありますし、消費者
団体等は身の回りのPFASについて、市民、
生活者に伝えていく必要はあるのではない
かと思います。その点で見ると、米国など
で消費者団体自体が製品の PFAS 調査を非
常に活発に行っていることは注目できます。

研究として PFAS の影響に
向き合うこと

【岩男】研究として取り組む際の難しさや、
研究者として今必要な支援などはあります
でしょうか。

【原田】PFAS の問題が大きく社会に出て
きたのが 2000 年で、今 23 年経っています。
私は 2002 年からこの PFAS 研究には関
わっていて、20 年経ったわけですが、よ
うやく国内において PFAS が注目されて、
そのなかで目標値といったものが出来てき
たというのは、ひとつの研究成果にはなっ
ているとは思います。しかし、ここまでの
期間、非常に長かったとは思います。問題
が発覚しても、対策などの取り組みが始ま
るまでにこれだけかかるということの、環
境問題そのものの難しさを感じています。
　また、2000 年代は研究も多かったです

が、2010 年以降になると、もちろん研究
自体は続けられているところもあります
が、一時期の盛り上がりに比べてちょっと
少なくなった時期はあります。しかし、こ
うやって問題は続いているということが分
かってきて、この問題に対して学術的にも、
注目は大きくなっているとは感じておりま
す。一方で、学術的なところはさることな
がら、実際の問題として、地域の方々が受
けている状況に対して、やはり早く対応し
ないといけないだろうと思っております。
　やはり実地調査は学術調査とはまた少し
違ってしまうので、そこのところに対して、
必ずしも十分な調査費用の支援がありませ
ん。一方で、私の研究室では、あまり費用
のかからない分析方法でいつも調査してい
るので、そんなに大きな支援がなくても長
くやっていける体制をつくってきており、
そのなかで住民からの要望に応えられるよ
うになっています。同じように分析に興味
がある方々に対しては、この方法を伝えて
いくということも徐々に行っています。

【岩男】貴重なお時間をいただき、基本的
なことから丁寧にご説明いただきありがと
うございました。原田先生は研究者という
立場から、様々な調査報告や取材に応じる
ことなどによって PFAS 汚染の影響につ
いての理解の促進に寄与していらっしゃい
ます。今後の調査結果などの新たな情報
や動向を注視し、PFAS 汚染の影響に向き
合っていきたいと思います。


